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中東情勢の悪化による塗料関係に対する影響
立花　敏行 *

トピックス

　中東情勢は依然として不安定であり、ホルムズ海峡
の封鎖リスクにとどまらず、紅海のバブ・エル・マン
デブ海峡においてもイエメンの親イラン武装組織フー
シ派による封鎖の脅威が高まっています。これらは、
原油やナフサ、石油製品、およびアルミ地金の供給を
大きく中東に依存している我が国にとって深刻な問題
であり、代替輸入先の検討は政府・産業界における喫
緊の課題です。現在は米国からの輸入比率を高めるな
どの対応が取られているものの、米国の戦略備蓄量も
減少傾向にあり、今後の見通しは不透明な状況です。
本稿では、米国産ナフサの比率が上昇した場合の影響
や、塗料製造に不可欠なトルエン・キシレンの生産動
向について考察いたしましたので、皆様にご報告いた
します。

結論：	実際に国内のTX（トルエン・キシレン）生産
量は 2025 年の月平均を下回っており、今後米
国産ナフサのクラッキング量が増加すれば、シ
ンナーなどの需給タイト化が一層進むと推測
されます。この影響は粉体塗料にも及ぶ可能性
があります。粉体塗料で最も多く使用されるポ
リエステル樹脂は、プロピレンやキシレン（パ
ラキシレン、メタキシレン）を出発原料として
いるため、米国産ナフサの導入拡大は原料不足
に直結するからです。一方で、アクリル樹脂塗
料はエチレンを出発原料とするため、需給が緩
和する方向に向かう可能性があります。しかし、
希釈用シンナーの動向を考慮すると、塗料業界
全体の調達環境としては厳しい状況が続く見
込みです。現在の中東情勢による物流混乱がこ
の米国産シフトの背景にあるため、一刻も早い
ホルムズ海峡およびバブ・エル・マンデブ海峡
の安全航行が確保されることが、根本的な解決
には不可欠といえます。

状況：	皆様も報道でご存知の通り、ホルムズ海峡だけ
でなく紅海のバブ・エル・マンデブ海峡までが
イエメンのフーシ派により封鎖の危機に瀕し
ており、通行料徴収の報道も出ています。この
2つの海峡が封鎖されると、日本のエネルギー
や化学産業は供給を断たれ、非常に厳しい状況
に追い込まれます。国家間の対応は政府に委ね
るとしても、民間企業として直近の主要原料の
動きを注視しておくことは重要です。少しでも
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現状を分かりやすく可視化するため、政府統計
や諸団体の公開資料を基に、最新の需給動向を
まとめました。

資料1：ナフサの価格動向です。
1.	国産ナフサ価格の決定仕組みは以下の通りです。
	 国産ナフサ価格は、財務省発表の輸入価格（CIF：
Cost Insurance Freight）をベースに算出されま
す。具体的には、1KLあたりのCIF価格（円換
算）の 3ヶ月平均に、諸経費として 2,000 円／KL
を加算したものが「国産ナフサ基準価格」として
公表されます。なお、実際の公表価格は、比重
や為替による微調整が行われたものとなります。

2.	誘導品・塗料製品への価格反映にはタイムラグが
ありますが、この国産ナフサ価格に連動し、国
内で生産される石油化学誘導品は価格交渉が行
われます。

	 ナフサ値上がり時：誘導品メーカーより値上げ
の打ち出し、

	 ナフサ値下がり時：購入企業（ユーザー）側よ
り値下げの要求

	 それぞれの要求は市場環境を見極めたタイミン
グで実施されますが、概ね同時期になるケース
が大半です。

	 なお、ナフサ価格の変動が川下の誘導品・塗料
製品へ反映されるまでには、概ね 3ヶ月程度の
タイムラグがあるとされています。

3.	直近（2026年）の動向と今後の見通し（私見）
	 現在、最も重大な局面を迎えているのが足元の
価格急騰です。

	 ・2026年 1月 -3月期： 65,700 円／KL
	 ・2026 年 4 月 -6 月期： 118,900 円／KL（約 1.8 倍
に急騰）

	 この歴史的な大幅上昇は、石化製品メーカーの企
業努力だけで吸収できるレベルを遙かに超えて
います。そのため、早晩、誘導品メーカーから
塗料メーカーに対して価格改定（値上げ）の要
求が入ることは確実です。同様に、塗料メーカー
側もこのコスト増を吸収することは不可能なた
め、最終製品への価格改定を要求せざるを得な
い状況になると考えられます。また、続く7月 -9
月期についても 10万円／KLを超える高値圏が維
持される見通しであるため、お盆明けから9月に
かけて、サプライチェーン全体で本格的な価格
改定の要求が本格化するものと予想しています。
（※上記の見通しは、あくまで現在の市場デー
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タに基づく私見であり、今後の市場環境に
よって変動する可能性があります。）

資料2：ナフサ分留比率と川中製品への影響
中東よりのナフサの輸入が大幅に減少しており、
2026年 5月の輸入実績は以下の通りで輸入総量は、
1,431,463KLとなっている国別の比率順に国名を挙
げています。
①米国	 34.86％
②アルジェリア	 18.64
③ UAE	 9.26
④ペルー	 6.98
⑤スペイン	 5.78
⑥インド	 5.03
⑦オーストラリア	 3.55
⑧ポルトガル	 3.50
⑨イタリア	 3.44
⑩シンガポール	 2.48
⑪オランダ	 2.41
⑫タイ	 1.06
⑬韓国	 0.60

一方、2025年の通期実績では、①中東：70%、②韓
国：9%、③ペルー：7%、④米国：5%、⑤インド：
3%、⑥タイ：1%となっていました。
この比較から、足元では米国からの輸入比率が際
立って急増している状況が伺えます。
しかし、米国産ナフサの比率上昇にはメリットがあ
る反面、デメリットも大きいのが現状です。
資料 2に概略を記載した通り、結論として、米国産
ナフサへのシフトは、塗料に不可欠なトルエン（T）、
キシレン（X）、および芳香族系の高沸点溶剤の収
率（生産量）を減少させる傾向にあります。また、
ナフサ分留の負荷軽減を目的としているかは不明で
すが、近年はエチレンとしての直接輸入も行われて
いる模様です。ただし、エチレンはガスであるため、
マイナス 100℃以下の状態を維持できる特殊な液化
ガス運搬船（タンカー）が必要です。
当然、運送代や保険料は原油・ナフサの輸送よりも
高くなり、コストアップ要因となります。さらに、
この方法ではBTXやプロピレン、その他の重質成
分が一切得られません。
以上のことから、TXや芳香族系高沸点溶剤やプロ
ピレン誘導品溶剤を多く使用する「焼付塗装」の分
野においては、今後も溶剤の需給タイト感が継続す
る可能性が高いと考えています。

資料3：トルエン・キシレンの生産動向
石油化学工業協会が発表する生産実績数字の中に
トルエン（T）およびキシレン（X）があり溶剤と
しての使用も多いので、この 2品目について実績
を追ってみました。また、日本芳香族工業会の公
開資料の中にはＴＸの輸出入の数字も見つけたの
で合わせて一表にまとめました。
2025年 1月 -12月の月平均のトルエン、キシレンの
生産量は以下の通りで、日本石油化学協会により 6
月分までの生産量が公開されています。
トルエン：91.7KT／月、キシレン：305.2KT／月でした。
中東情勢の悪化が始まった直後の 2026 年 3月の生
産量は、トルエン：74.1KT（前年月平均比 80.8％）、
キシレンは 278.4KT（前年月平均比 91.2％）です。
4月には影響が出て、トルエン：59.4KT、（前年月
平均比 64.8％）キシレン：213.4KT（前年月平均比
69.9％）、5月には備蓄原油の放出や代替調達先から
の入船もあり若干回復し、トルエン：72.0KT（前
年月平均比 78.5％）、キシレン：245.0KT（前年月
平均比 80.3％）となっています。
6月は米国からの調達ナフサも増えたこともあり、
トルエン：77.1KT（前年月平均比 84.1％）、キシレン：
254.0KT（前年月平均比 83.2％）となっています。
まだまだ需給のタイト感を脱するほどの量には
至っていない模様です。
一方で日本芳香族工業会は月次でTXの輸出入量
を公開しています。
3月以降の輸出入量は、表にプロットしております。
但し、過去の実績については、資料 3の 2月以前
がブランクとなっていますが、HP上では公開され
ておらず、数字が入手出来ていません。同製品の
輸出入は生産とは異なる要因（契約等）で決まっ
ている感があります。

　いずれにしましても、6月までのTXの生産量は昨
年を割り込んでおり、それを補うほどの輸入があるわ
けでも無い上に、ナフサの代替輸入先の品質差に伴う
プロピレンや芳香族系の減量により、需給のタイト感
は継続するものと考えるのが自然だと思います。輸入
ナフサ価格から計算される国産ナフサ価格は 4月～ 6
月、7月～ 9月ともそれ以前に比べ大幅な価格上昇に
あり値上げの打ち出しは必至である状況です。
　皆様におかれましては、現状をご理解いただき、調
達のご判断の参考として本まとめをご活用いただけれ
ばと思います。
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